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【児山城跡の概要】 栃木県指定史跡（昭和36年5月6日指定）

児山城跡は、姿川東岸の台地端部に所在しています。自然の
地形を巧みに利用した平城で、鎌倉時代の後期（約700年前）に
多功城主（上三川町）、多功宗朝（むねとも）の次男朝定（ともさ
だ）により築城されたと伝えられます。城の遺構は本丸を中心に
良く残っており、本丸の堀と土塁（どるい）はほぼ全周し、規模は
東西約80ｍ、南北約90ｍになります。土塁の四隅は他に比べ高く
なっており、櫓（ろう）があった可能性があります。また、本丸周辺
にも部分的に堀や土塁が残されており、地名として本城、西城、
中城、北城、稲荷城等も残されていることから、児山城が複郭で
あり、かなりの規模の城郭であったと考えられます。平成28年度か
らは、範囲などを確認するための調査をおこなっています。

【発掘調査の概要】
平成28年度の調査では、本丸堀の形状が逆台形の箱堀（はこぼり）で、底面の幅は約11m、残存している土塁上
面から堀の底までの高低差は約7ｍありました。堀の上面の幅は約20ｍあることも確認されました。
今年度は、本丸東側郭2の遺構状況と東側堀2の埋没状況を確認するための調査を実施しました（裏面調査位置図参

照）。

郭2は、現況で上面が平坦になっていますが、児山城が使用されていた最終期には、東側堀2から郭2に登れない
ように土塁があったことが新たに分かりました。土塁は2回造り直されており、2時期目はひと回り大きく造り変えられて
いました。郭2の上面も土塁同様に2回の造り直しが確認されました。東側堀2は本丸東堀同様の箱堀で、底面幅は6
ｍの範囲が確認できました。堀底面から郭2までの高低差は約3.6ｍあり、東側堀2の上面幅は約15ｍになると推測さ
れます。
第1トレンチの調査状況より、前述した最終期の郭2が造られる以前は、この位置に堀状の遺構がありました。この
堀状遺構を埋め戻して最終期の郭2を造っており、この時に城の構造を大規模に改修しています。
第3トレンチ付近は土塁が確認できず、第1トレンチと状況が違います。また、第1トレンチで確認した下層の堀状遺
構が確認できないため、堀状の遺構はこのトレンチ手前で、曲がるか終わると推測されます。
今年度の調査では、下層の堀状遺構の規模が分からなかったため、堀を造り変えた状況や時期を確定させるため、
継続調査を実施する必要があります。

―範囲内容確認調査―
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【堀から出土した遺物】
宇都宮一族系の上三川城（大町遺跡2号溝B地点）、
石那田館出土のものと形状や大きさが類似することから
16世紀前半頃のものと考えられます。これらの土器は底
面には、焼成後に0.7～1㎝の孔が穿たれています。

児山城跡
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